






















































































































1972；　Sheppard, 1962)が，可同定性(Bellman, 1970 ； Cobelli. 1976a, 1978),可観測
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割で得られた関心領域, (d)はとび地の除去, (e)は相似性による処理結果, (f)は最終的に
設定した関心領域である。ここに図の上方は被検者の右手方向，向って右側は頭部であり，ま
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　　　　　　y(t)=r〔Ｖｒｃｒ（t）十Vi Cl（t）〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 3.7 )
と表わすことができる。ここにγは心臓部全域に対する計測系の利得である。第( 3.7 )式が
通常心放射図と呼ばれるものに相当する。
































1）式および第( 3.3 )～( 3.6 )式を状態方程式とし，第（3.2）式および第( 3.7 )式を














































ら第( 3. 10 )式の評価関数Ｊをω領域で直接計算することができる。すなわち，
Ｊ＝Σ〔Y(j%)-Y(jωｎ)〕〔y(j(咆)－Ｙ(j‰)〕 ( 3.12 )

























































































































Tr = 2.841 + 0.291 a+ 0. 556β十〇.03305β
ｌ
of=-3.084+ 1.214T2 － 1. 188T3＋0.099T2T3
β= - 3.572十〇.030T2 － 2.851 A. + 2.320T2Λ1
Tp=6.914-rp 十〇.902 05十〇.094β十〇.003αβ
01.= - 5.876 + 0. 808T2 + 0.263T, + 0. O47T2T,
β= - 10. 358 + 2. 482T2 + 7.575Ai － 2.296T2Λ1
T, =2.999 + 0.626ぽ+ 0. 336β十〇.024 ofβ
QJ=-2.492+0.251T, － 0. 588T3 + 0.172T2T3





































































































犬 1/ら 1/7『 1/r, VTfc てP て& て£ Ｙ
Initial Estimate 0.700 0.900 0.700 0.0S7 2.200 2.800 1.400 3.058
　Estimated Value(By Digital Simulation)
0.835 0.779 0.614 0.059 2.200 2.800 1.632 4.321
standardDeviation 0.056 0.114 0.082 - - - 0.121 0.991
　Estimated Value(By Analog Simulation)





































































































































































































　独立変数ｔ（たとえば時間）およびＭ個の互に独立なパラメータp' ( i = 1, 2,…，Ｍ）の
関数として次式のような数学モデルが与えられている。
x(t)=x(t. p' ) ( 4.9 )














( 4. 13 )
















































































































( 4. 28 )
( 4.29 )

































































































( 4. 37 )
｝＝０
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( 4. 46 )
とすると･ＶＭのpiにおけるＢ（;に関するＭ個の主曲率／IQと主曲率方向hjは次式から求めら
れる。


























推定値はp=9.1629,評価関数は(J)^= 0.2824となり，安定度ＳはS = 0. 0373と計算され
る。したがってデータの変動距離yここdX*dX"がｓ程度以上であれば，推定値が不安定に
なる可能性があることがわかる。ちなみに第(4.3)式と第(4.8)式の両データの距離　Idx*"!






























































一白F(a)十干Re { F ( a十j (5.5)








































































































































































































































　近年，複雑なシステムの同定法として, GMDH ( group method of data handling )が注

















































































































　　max { II∂－φ{ir2 11}<min{ II∂－φ{jり|}
　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　i, j = 1, 2, 3
　入力変数は３変数であるから･補題１を２度用いる,と･任意のｉに対して
II e-φ(か2 11
　　<min{ II e-φ(ｙl II, ||∂－φ{４よ1‖}














Mo＝ｍａｘり11 II, IIφ(よ1 11パ|φ(ij‾1 11パ|(φk-1 ＼2II
　　　　トφ(ij-1)2 11，Hφ(iｙφ{ij‾1 11}
である。



































































































1135.9-1227234　　227137　　6. 7591E07 6.7531E07 6.753IE 07
1142.01 ;;27137　　227630　　6. 7531E07 6.7587E07 6.7531E 07
227234 6.7591E07 6.7531E07 2.3946E10 2.3880E10 2.3910E10
227630 6.7531E07 6.7587E07 2.3S30E10 2.3840E10 2.3857E10
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